
 

平 成 ２ ４ 年 第 １ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧 

 

（ 3 月 12 日 1 番 ～ 8 番 ・ 3 月 13 日 9 番 ～ 18 番） 

 

※ 3 月 12 日                            Ｎｏ．１ 

順番 質問者氏名 発 言 通 告 要 旨 

１ 

代表質問 

自民党こまつ 

灰田 昌典 

１． 市長就任３年、その成果は 

（1）行政改革 

（2）職員の資質、モチベーションは向上されたのか 

（3）小松市を発展させる鍵は税収を増やすことだが 

（4）にぎわいの創出 

① コマツ研修所の効果は 

② 恒常的市民総がかりのもてなしは 

（5）景気対策 

① 企業、まちが元気になったのか 

② 企業の倒産数、売り上げの推移、税収の伸び 

③ 企業誘致は 

（6）福祉施策 

① 世界のお手本となるような施策の実現は 

（7）教育問題 

① グローバルな人材の育成は 

② 教育カリキュラムとその成果は 

③ 市民博士は 

２． 平成 24 年度当初予算の基本的考え方 

（1）市税の減少と財源の工夫 

（2）重点分野、重点事業 

３． 将来負担の軽減について 

４． 公共事業のあり方について 

（1）投資的経費の推移 

（2）公共工事の設計積算 

５．北陸新幹線について 

（1）平成 26 年度末金沢開業に向けて 



※ 3 月 12 日                            Ｎｏ．２ 

順番 質問者氏名 発 言 通 告 要 旨 

１ 

代表質問 

自民党こまつ 

灰田 昌典 

（2）金沢～敦賀事業促進のための同盟会設置 

６．小松空港について 

７．（仮称）科学交流館について 

（1）事業概要（規模、特徴、完成時期） 

（2）建設費と財源 

（3）ソフト等維持管理 

（4）地元企業の育成 

８．子育て支援について 

（1）キープ子宝 15 パーセントについて 

（2）幼稚園に対する支援の拡充 

９．教育について 

（1）優秀な教員の育成 

（2）中学校における武道必修化について 

２ 

代表質問 

維新こまつ 

浅野 清利 

１． 「10 年ビジョン」と予算との関連について 

（1）「たくましい」主事業 

（2）「おもしろい」主事業 

（3）「ここちよい」主事業 

２． 大和小松店跡地の現状と今後の動向 

３． 空港軽海線の沿道利用について 

（1）城南町交差点から浮柳新橋までの区間 

４． 「こまつ障がい者プラン」について 

（1）第３期障がい者プランのねらい 

（2）障害児支援の充実について 

（3）障害者法制度とプランとの関係 

５． 就農支援と農業政策について 

（1）環境に配慮した農業普及 

（2）地産地消の取り組み 

（3）市民農園の普及について 

（4）食と農のモデル化構想 

（5）地元産学校給食への利用 



※ 3 月 12 日                            Ｎｏ．３ 

順番 質問者氏名 発 言 通 告 要 旨 

２ 

代表質問 

維新こまつ 

浅野 清利 

６． 「第 66 回全国植樹祭」誘致について 

（1）県の感触、市長の決意 

７． 小松市政来期に向けての思い 

３ 

代表質問 

みどりの風 

杉林 憲治 

１． 24 年度予算について 

（1）人口減少とこれからの重点政策 

（2）税収確保と滞納対策 

（3）臨時財政対策債と財政の健全化 

（4）保険税、保険料の改定について 

２． 北陸新幹線について 

（1）金沢以西ルートについて 

３． 小松空港の活性化について 

（1）新幹線開業に伴うアクションプラン策定について 

（2）国際貨物便の活用 

４． 地域の魅力づくりについて 

（1）企業誘致の取り組み 

（2）産業観光の拡大 

（3）環境王国の取り組みと成果、今後の方針 

（4）広域農道、加賀海浜産業道路の進捗状況と小松バイパス、加

賀産業道路の４車線化 

５． 安心、安全なまちづくり 

（1）震災がれきの対応 

（2）火災予防アクションプランについて 

６． 教育について 

（1）卒業式の歌について 

（2）小中高等学校の英語教育について 

 

 

 

 

 



※ 3 月 12 日                            Ｎｏ．４ 

順番 質問者氏名 発 言 通 告 要 旨 

４ 宮橋 勝栄 

１． 定住促進費について 

２． 広報・広告・宣伝費について 

３． デフレ経済脱却のための積極的公共投資について 

５ 井田 秀喜 

１． 木場潟公園中央園地内ドッグランについて 

２． 小学校教育施策 

（1）道徳教育について 

（2）制服化について 

３． スカイパークこまつ翼 グラウンドゴルフ・パークゴルフ場

の使用料について 

４． 企業誘致 

６ 木下 裕介 

１．自殺対策について 

２．高齢者の免許返納について 

３．図書館の利便性向上について 

７ 一川 政之 

１． 下水道について 

（1）西軽海地域下水道の公共下水道料金への移行時期について 

（2）公共下水道接続後の西軽海汚水処理施設について 

２． 公立保育所民営化中期計画の進捗状況について 

３． 子ども手当制度改正後の対応について 

８ 新田 寛之 

１． 駅前商店街の活性化について 

（1）元気な店開設支援事業について 

（2）シャッター通りの有効活用について 

２． 騒音区域への対応について 

（1）定住促進支援制度と市街化調整区域について 

（2）固定資産税の減免措置について 



※ 3 月 13 日                            Ｎｏ．５ 

順番 質問者氏名 発 言 通 告 要 旨 

９ 吉村 範明 

１． 中高生徒の学校通学について 

（1）自転車通学時の交通事故対策について 

（2）遠距離バス通学におけるダイヤについて 

２． 里山自然学校こまつ滝ヶ原について 

３． 本市観光施策について 

10 浅村 起嘉 

１． 3.11 から一年を経て 

（1）放射性物質に対して 

（2）再生可能エネルギーの利用拡大を 

（3）公務員もがんばっています 

11 梅田 利和 
１． 「小松空港」ヒト・モノ・文化が交差する北陸のターミナル

について 

12 吉本慎太郎 

１． 今「当たり前の日常生活」を送るために必要なこととは 

（1）「超長寿化社会」への備えと対応を万全に 

① シニアサポート運営事業について 

② 高齢者総合相談センターについて 

 ③ 認知症施策と市民後見人の推進について 

２． 小松駅を核としたまちづくり 

（1）大和跡地問題の現状とこれからの方向性 

（2）市民が利用しやすい「ターミナル」を 

13 片山瞬次郎 

１． 耕作放棄地や遊休農地の現状と青年の就農について 

２． 木場潟の水質改善とカヌーＮＴＣについて 

（1）水質の改善 

（2）カヌーのナショナルトレーニングセンター 

３． スカイパークこまつ翼のグラウンドゴルフ・パークゴルフ場

使用料について 

４． 学校教育について 

（1）柔道の指導について 

（2）中学校で新聞を活用する学習（ＮＩＥ）について 

 



※ 3 月 13 日                            Ｎｏ．６ 

順番 質問者氏名 発 言 通 告 要 旨 

14 出戸 清克 

１． 福祉行政の充実を 

（1）福祉事業所の指導について 

（2）和光学園、九谷の里の民営化について 

（3）（仮称）パーソナルサポートセンター構想について 

15 宮西 健吉 

１． （仮称）小松スカイパーク整備構想調査について 

２． 企業誘致推進調査費について 

３． ｅ-バス・ｅ-まちプロジェクト推進費について 

16 宮川 吉男 

１． 粟津温泉の活性化について 

２． 中心市街地の駐車場対策 

３． 北陸新幹線の金沢開業に向けての対策 

４． 全国植樹祭について 

17 川崎 順次 

１． 東北地方、岩手・宮城両県の震災がれきの受け入れについて

（1）災害協定を結ぶ静岡県島田市の受け入れに和田市長は･･･ 

（2）小松市として受け入れる気持ちはあるか 

２． 再生可能エネルギーの導入について 

３． 無電柱化による街なみ景観形成について 

（1）粟津温泉、歴史的建造物（寺院群）地区の景観保全と防災の

観点から 

４． 北陸新幹線について 

（1）３年後の金沢開業に向けて 

（2）開業後の小松空港の羽田便について 

（3）フリーゲージトレイン（FGT）導入案にどう思うか 

 

 

 

 

 

 

 

 



※ 3 月 13 日                            Ｎｏ．７ 

順番 質問者氏名 発 言 通 告 要 旨 

18 橋本 米子 

１． 「税と社会保障の一体改革」について 

（1）これが実行された場合の市民の暮らしと地域経済に与える影

響をどう認識されているでしょうか 

２． 保険税、保険料の改定について 

（1）国民健康保険税の改定について 

① 連続二年目の引き上げによって、市民の負担率はどう増える

のか 

② 値上げによって、さらに滞納者の増加が見込まれ、財政悪化

の悪循環にならないか 

③ 引き上げは中止し、市民の家計を暖めるためにも一世帯一万

円の引き下げを求める 

（2）介護保険料の改定について 

① 年金生活者にとって国保税と介護保険料合わせて、月一万円

以上の負担は限界に来ている 

（3）後期高齢者医療保険料の改定について 

① 短期保険証の発行数と実態把握について 

３． （仮称）科学交流館整備費について 

（1）埋蔵文化財の調査はどのように行っているのか 

（2）市民生活が大変な時に、最優先の事業計画でいいのでしょう

   か 

４． （仮称）小松スカイパーク整備構想調査費について 

（1）この構想は整備費をどのくらい見込んでいるのか 

（2）95Ｗ以上の第三種区域「騒音が激しい地区」だからこそ、国

が買い取った地域に、多くの人々を集める空間をつくるのは

危険と思う 

５． 和光学園と九谷の里の事業者の選定について 

（1）新たな障害者支援施策のための選定者決定の経過について 

 

 


